
　　―　解　　説　―
残念ながら、この鉄則に違反している組織や
チームは沢山あるものと思われます。
そのプロジェクト自体、本当に達成不可能なの
かどうかは別として（というより、第３者には
容易に判断できないこともありますので）、少
なくともそのやり方では達成しないことが明ら
かであれば、そのまま作業を続けることに、一
体どのような意味があるのでしょうか。それは
まるで、脱線することが分かっている電車に
乗っているのと同じです。もちろん、実際に脱
線するわけではないので、ケガをするわけでも
なく命を失うわけでもありません。しかしなが
ら、そこに費やした時間は戻っては来ません。

期日に達成不可能と思いながらでも、何時かは
そのプロジェクトは終わるかもしれませんが、
その時には既に「期日」を外しているため、顧
客から評価されることはないでしょうし、それ
が市場に出す製品であるなら、発売のタイミン
グを逸したことで売れる商品とはならないで
しょう。「タイムリー性」も、「信頼性」など
と同じように品質特性の一つであるという考え
もあるほどです。それを外せば商品としての価
値がなくなるという点では同じなのです。

そして、もっとも大事なことは、メンバーはそ
ような目標を見失った作業から得るものがあっ
たのかどうかです。今回は期日を外したとして
も、次回はもっと上手くやれそうな「何か」を
手に入れたのでしょうか。それならまだ救いは
あるのですが、実際には、最初から達成する積
もりもない状態で作業が為されてきたのですか
ら、おそらく「次」に繋がる何かを手に入れる
ことは無いものと思われます。その証拠に、彼
らは次回も同じような姿勢で取り組むのです。

　　　　出来ないと言えない

それではどうして、達成する見込みのないまま
作業を続けるのか。
それは、「出来ない」と言えない状況がそこに
あるということです。その主な理由は、前の作
業の終了がずれ込んだため、次のプロジェクト
に取り掛かるのが２ヶ月も遅れてしまったこと
です。当初の「計画？」では６ヶ月確保されて
いたのに、もう４ヶ月しか残っていないので
す。とても、４ヶ月では出来ないことは分かり
きっているのです。
でも、４ヶ月しか無くなったのは、その前の作
業が遅れたからであって、だからこそ担当者は
「出来ない」とは言い出せません。でも、その
ままでは達成出来る見通しは０％なのです。

（株）システムクリエイツ

   横浜市緑区中山町 869-9

　   電話 045-933-0379

　   FAX 045-931-9202
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E-mail :
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LDG04167@niftyserve.or.jp
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ソフトウェア開発の原則
「ソフトウェア開発  201の鉄則」から 回０６

編  集  発  行  人

  清  水  吉  男

非現実的な完成予定日が達成できないことは、始めからわかっている。そのような完成予定日の
設定は、モラールを下げ、部下からの不信を招き、従業員の高退職率をもたらし、そして、その
他の望ましくない影響をもたらす。その上、こうした要因は、非現実的な完成予定日をさらに達
成できないものにする。ソフトウェア・プロジェクトの大部分は、予算をかなり超過し予定完成
日からかなり遅れて完成している。制約のきつい日程に何とか間に合わせようとして、品質はし
ばしばないがしろにされる。こうしたことは、ソフトウェア産業全体の信頼感を損なっている。
問題は、一般にソフトウェア技術者の生産性が悪いとか管理者の管理が下手だとか、ということ
ではない。問題は、ひどい見積もりがまかり通っていることだ。
（２０１の鉄則：原理１４７＜非現実的な完成予定日を設定するな＞

1997

▲「お自動さん」「無人君」「いらっしゃいマシーン」―これらは大手消費者金融会社の自動契
約機の呼び名である。この効果は抜群で、個人の無担保ローンの融資残高は、昨年８月時点で大
手３社だけで２兆５千億円と突破している。各社とも前年比で２０％近い伸びである。
▲誰にも顔を会わせることなく、しかも手軽？に新規の契約が出来るということで、機械慣れし
た２０代の若者が急増し、契約者の半数近くを占めている。１口座あたりの平均貸出高も５０万
円に近づいており、すでに法律の限度に近づいているし、家計の可処分所得に占める消費者金融
残高の比率も平均で２３．２％と、米国の１９．２％をとっくに越えている。
▲この国の経済は８０年代以前のような成長路線に戻ることはないし、たとえ幾らか上向いたと
しても、一層の生産性が求められる以上、雇用の門が以前のように開かれることはない。アジア
や途上国の経済が拡大し、日本のコストの割高感が解消しない限りこの状態は続くだろう。国内
のコストを引き下げる努力をしたとしても、「差」が縮まるには１０年単位の時間が必要である。
▲消費者ローンの自動契約機は間違いなく多重債務者を増やす。業界で多重債務者をチェックす
る仕組みはあるはずだが、発生すると思われる貸倒損失以上に貸付残高を増やすことで、問題を
隠そうとしている。その結果、数年の内に返済不能に陥る人が急増するだろう。既に、昨年の１～
５月の自己破産申請数は、前年比３０％増で２万件を越えており、その兆候が見えている。

そしてそのような組織にあっては、管理者も彼
らの「出来ない」という声を聞こうとしませ
ん。まるで、それを聞くことで、管理者として
の“弱み”を見せることになるとでも思うので
しょうか。ただ、「出来ない約束」の履行を要
求するだけです。鉄則１４７は、そこからは何
も生まれないことを指摘しているのです。

　　一緒になって解決策を考える

着手が遅れてしまったものはどうしようもあり
ません。というより、遅れることが見えたと
き、適切な行動を取るべきなのです。つまり、
  ・遅れを取り戻すための別の方法を探す
  ・次のプロジェクトの取り組みを検討し直す
といった対応策を講じるべきなのです。機能の
トレード・オフや優先順位の調整、あるいは別
の人を回して先行させると言う方法もあるで
しょう。時には、遅れている今の仕事を、更に
１週間遅らせて、次のプロジェクトの段取りを
先にしておいて、リーダーが居なくても、着手
できる作業を割り出すという大胆な方法もあり
ます。その方が、次のプロジェクトへの影響を
最小限に食い止めることになる場合もありま
す。もちろんこれはリーダーだけの判断では出
来ません。管理者が判断することなのです。
そのような非常事態にあっては、管理者（また
はマネージャー）を交えて善後策を考えるべき
なのですが、実際には、管理者は「要求」する
だけというのも困ったものです。

　プロセスレベルに適した取り組みを

達成不可能と分かっていながら作業を続けてい

急増する無担保ローン自動契約機の落とし穴自動契約機の落とし穴

ても何も解決しません。出来るだけ早い段階
で、もちろんプロジェクトの途中からでも、Ｃ
ＭＭの言うプロセス・レベルを１から２に引き
上げる取り組みの中の、
  ・要求仕様をまとめる
  ・詳細な作業の計画と、その厳密な進捗管理
を取り入れることです。
このような組織では、自分たちの作業の「ゴー
ル」が曖昧なために、リワークが頻発している
ことが多いのと、作業の段取りが悪いことで、
殆ど全ての作業に遅延が生じているのです。こ
うした“ダブル遅延” の中で作業を行っている
限り、どうにもなりません。
したがって、まずは「今」の作業から遅延をな
くすことが先決なのです。そして遅延状態の中
でとにかく、要求のまとめ方や、スケジュール
の書き方、進捗の進め方を研究するしかありま
せん。そのために時間を投入しない限り、達成
不可能な状態は変わりません。もちろん、研究
に投入した時間分だけ遅れる可能性はあります
が、遅れを取り戻す方法を手に入れる可能性も
あるのです。そしてそれは、どのような意識で
そのことに時間を投入するかによって決まりま
す。つまり、最初から遅れを取り戻す方法を手
に入れる積もりで研究すれば、必ずそれは手に
入るということであり、そのような「自分」を
信じることが出来るかどうかです。

　　メンバーの人生を狂わせる？

達成する見込みがない状態で作業を続けても、
メンバーの志気は上がりません。そのような状
況では、お互いが仕事をしているポーズを続け
ているだけで、時には、その“ポーズ”を見破
られないことにのみ意識が向いている可能性も
あります。これはもう「悲劇」以外の何物でも
ありません。そのような状態で作業を続けるこ
とは、単に「ムダ」というだけでなく、むしろ
「害」ですらあります。
もし、本当に実現しないプロジェクトであるな
ら、それに取り組むことに合理的な意義は存在
しません。取り戻すことのできない大切な時間
をそのような形で使ってしまうことは、その人
にとって損失以外の何物でもありません。
『人生は習慣の織物である』とは、アミエルの
言葉ですが、そのような目標のない状態での作
業を毎日繰り返していることで、思考回路もそ
れに合わされてしまうでしょうから、その人の
人生を狂わせてしまう可能性が高いことを、関
係者は認識すべきです。そして何よりも自分を
信じることと、「勇気」を持つことです。
　　　　　　　　　（次号へ続く）

（１）1997 年 1 月 http://village.infoweb.or.jp/ ̃fwgf2942/index.htm
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し
か
し
な
が
ら
我
が
国
は
、
失
業
の
存
在

を
前
提
と
し
て
い
な
い
た
め
、
再
教
育
期

機
関
な
ど
の
社
会
的
な
整
備
が
遅
れ
て
い

ま
す
。
と
い
う
よ
り
も
、
経
済
活
動
に
も

と
な
う
雇
用
の
変
動
は
、
企
業
の
中
で
吸

収
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
き
た
の
で
、

そ
の
よ
う
な
整
備
の
必
要
性
に
つ
い
て
議

論
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。

雇
用
と
競
争
力
に
関
す
る
議
論
は
、
緊
急

の
テ
ー
マ
と
し
て
も
っ
と
活
発
に
行
わ
れ

て
も
良
い
も
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ

こ
で
行
わ
れ
て
い
る
議
論
は
、

「
労
働
者
が
居
て
の
企
業
だ
か
ら
何
と
し

て
も
雇
用
を
守
る
べ
き
だ
」
と
い
う
主
張

と
、
「
い
や
、
競
争
力
が
な
け
れ
ば
い
ず

れ
は
雇
用
を
維
持
で
き
な
く
な
る
」
と
い

う
主
張
が
ぶ
つ
け
合
っ
て
い
る
だ
け
で
、

そ
こ
か
ら
先
に
進
展
し
て
い
る
よ
う
に
は

見
え
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
に
、
最
初
か
ら

雇
用
と
競
争
力
を
相
対
す
る
も
の
と
し
て

し
ま
っ
て
は
、
そ
の
両
方
を
手
に
入
れ
る

た
め
の
ア
イ
デ
ア
は
生
ま
れ
て
き
ま
せ

ん
。

雇
用
と
競
争
力
は
表
裏
一
体
で
あ
る
べ
き

で
す
。
「
競
争
力
を
持
っ
た
雇
用
」
を
求

め
る
べ
き
で
す
。
そ
の
時
の
状
況
に
よ
っ

て
、
何
割
か
は
ど
ち
ら
か
に
重
き
が
置
か

れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
あ
ま
り
に
も
片

寄
っ
て
は
何
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
◆
　
　
◆

一
般
の
企
業
は
福
祉
団
体
で
は
な
い
の
で

す
か
ら
、
全
て
の
人
を
無
条
件
に
抱
え
る

こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
企
業
は
元

よ
り
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
の
特
定
の
活

動
目
的
を
持
っ
て
い
て
、
そ
の
目
的
に
沿

う
人
が
集
ま
っ
て
活
動
す
る
わ
け
で
す
。

そ
こ
で
は
、
競
争
力
は
社
会
に
対
す
る
活

動
を
継
続
す
る
た
め
の
条
件
で
も
あ
り
ま

す
。
Ａ
社
と
同
じ
も
の
を
作
る
こ
と
が
出

来
る
か
ら
と
い
っ
て
、
品
質
が
悪
か
っ
た

り
、
コ
ス
ト
が
掛
か
り
す
ぎ
て
は
、
同
じ

よ
う
に
経
済
活
動
に
参
画
す
る
こ
と
は
出

ス
ト
は
世
界
で
も
最
高
水
準
と
な
り
、
生

産
性
は
米
国
の
半
分
近
く
に
ま
で
に
落
ち

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
わ
が
国

の
“
生
産
性
”
は
、
単
に
均
質
な
教
育
水

準
と
、
「
人
並
み
」
意
識
の
高
い
日
本
人

の
特
性
と
、
右
肩
上
が
り
の
成
長
神
話
の

中
で
得
ら
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
い
う

一
面
も
あ
り
ま
す
。
「
Ｑ
Ｃ
」
活
動
も
、

今
日
の
閉
塞
状
況
を
み
る
と
、
そ
の
よ
う

な
条
件
の
下
に
比
較
的
容
易
に
受
け
入
れ

ら
れ
て
き
た
だ
け
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
　
　
　
　
◆
　
　
◆

こ
の
間
、
各
国
の
品
質
に
対
す
る
努
力
も

あ
っ
て
、
今
日
で
は
三
つ
の
要
素
と
も
相

対
的
に
競
争
力
に
寄
与
し
な
く
な
っ
て
い

る
の
で
す
。
付
加
価
値
に
対
す
る
総
人
件

費
の
割
合
が
七
〇
％
に
達
す
る
と
い
う
状

態
が
、
全
て
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
と
し
て
、
「
企
業
内
失
業
」
と

い
う
言
葉
を
作
り
出
し
た
し
、
「
片
道

キ
ッ
プ
」
の
出
向
と
い
う
言
葉
も
作
り
出

し
ま
し
た
。
「
雇
用
か
競
争
力
か
」
と
い

う
議
論
は
、
そ
の
よ
う
な
中
で
持
ち
出
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。

そ
れ
は
、
こ
こ
に
来
て
改
め
て
「
競
争

力
」
と
い
う
問
題
が
浮
上
し
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。
韓
国
で
大
規
模
な

ス
ト
が
行
な
わ
れ
て
い
る
の
も
、
雇
用
に

対
す
る
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
企
業
側
に
与
え

る
法
案
を
可
決
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
一
月
か
ら
同

様
の
主
旨
の
法
律
が
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
要
す
る
に
こ
れ
以
上
雇
用
の
こ
と
を

優
先
し
て
お
れ
な
い
と
い
う
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
◆
　
　
◆

http://village.infoweb.or.jp/ ̃fwgf2942/index.htm

来
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
雇
用
に
際
し
て
は
自
ず
か
ら

「
条
件
」
、
す
な
わ
ち
企
業
が
競
争
力
を

維
持
で
き
る
た
め
の
水
準
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
従
業
員
に
明
示
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
り
、
「
雇
用
」
と
は
こ
の
条
件
を
満

た
す
形
で
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
す
。
そ
う

で
な
け
れ
ば
、
一
時
的
に
は
雇
用
が
成
立

し
て
も
、
継
続
す
る
こ
と
は
困
難
だ
か
ら

で
す
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
様
な
条
件
を
備
え
た
人
を

を
集
め
る
だ
け
で
な
く
、
社
内
に
於
て
継

続
的
に
教
育
す
る
こ
と
も
必
要
で
し
ょ

う
。

　
　
　
　
　
◆
　
　
◆

い
ま
大
事
な
こ
と
は
、
い
ろ
ん
な
方
法
を

使
っ
て
「
雇
用
」
と
「
競
争
力
」
の
最
適

解
を
求
め
る
た
め
の
方
策
を
考
え
、
実
施

す
る
こ
と
で
す
。
単
に
雇
用
か
競
争
力
か

と
い
う
二
者
択
一
の
議
論
か
ら
は
、
明
日

の
展
開
は
生
ま
れ
て
こ
な
い
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

上
奏
文
を
書
い
て
い
ま
す
。

一
、
賞
賜
の
た
ぐ
い
が
多
す
ぎ
る

二
、
刑
罰
禁
令
に
手
抜
か
り
が
多
す
ぎ
る

三
、
名
誉
や
爵
位
を
手
軽
に
与
え
す
ぎ
る

四
、
政
治
（
今
で
言
う
と
行
政
）
に
対
す

　
　
る
監
察
が
弱
す
ぎ
る

五
、
土
木
事
業
を
興
し
す
ぎ
る

六
、
朝
廷
か
ら
の
指
示
が
や
た
ら
に
変
更

　
　
さ
れ
る

七
、
コ
ネ
、
情
実
の
横
行
が
目
に
余
る

八
、
風
紀
の
退
廃
が
ひ
ど
す
ぎ
る

九
、
異
端
邪
説
の
屋
か
ら
徒
が
幅
を
き
か

　
　
せ
て
い
る

一
〇
、
大
臣
の
任
用
基
準
が
甘
す
ぎ
る

何
だ
か
、
何
時
の
時
代
の
こ
と
か
と
疑
い

た
く
な
り
ま
す
。
六
〇
〇
年
も
前
に
“
こ

れ
で
は
国
が
建
た
な
く
な
る
”
と
張
養
告

に
「
忠
告
」
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
殆
ど

そ
の
ま
ま
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

た
だ
し
、
彼
は
上
層
部
の
恨
み
を
買
い
、

命
を
狙
わ
れ
る
の
で
す
が
、
辛
う
じ
て
脱

出
し
て
い
ま
す
。

言
葉
が
少
々
分
か
り
に
く
い
の
で
、
簡

単
に
解
説
し
て
お
き
ま
す
。
例
え
ば
、

爵
禄
と
は
地
位
や
報
酬
の
こ
と
で
、
役

所
や
企
業
で
言
え
ば
役
職
で
あ
り
そ
れ

に
対
す
る
報
酬
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
対
し
て
名
節
と
は
名
誉
及

び
節
操
を
指
し
ま
す
。
内
容
に
つ
い
て

は
別
段
説
明
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。

今
、
厚
生
省
の
役
人
の
収
賄
疑
惑
が
持

ち
上
が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
省
庁
の

最
高
位
と
い
う
「
名
節
」
を
得
た
人
で

す
。
伝
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、

本
人
も
容
疑
を
認
め
た
よ
う
で
す
が
、

考
え
様
に
よ
っ
て
は
、
悪
い
こ
と
と

思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
だ
け

に
、
質
が
悪
い
と
も
い
え
ま
す
。

政
治
に
携
わ
る
人
は
、
一
度
は
張
養
告

「
三
事
忠
告
」
を
読
ん
で
み
る
と
い

い
。
張
養
告
は
元
の
時
代
の
役
人
で
し

た
。
彼
が
監
察
の
役
に
就
い
た
と
き
、

時
の
天
子
に
次
の
よ
う
な
一
〇
個
条
の

日
本
経
済
に
対
す
る
判
断
と
し
て
「
ゆ
る

や
か
な
回
復
基
調
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
て
久
し
い
が
、
一
向
に
回
復
し
て
い
る

と
い
う
感
じ
が
し
な
い
の
は
私
だ
け
で
は

な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
思
っ
て
も
う
一
度

「
緩
や
か
な
・
・
・
」
の
言
葉
を
見
直
し

て
見
る
と
、
な
ん
だ
か
よ
く
分
か
ら
な
い

言
葉
で
す
。
役
人
は
見
事
な
言
葉
を
作
り

出
す
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
◆
　
　
◆

今
日
の
よ
う
な
経
済
状
態
の
な
か
で
行
わ

れ
る
議
論
の
一
つ
に
「
雇
用
か
競
争
力

か
」
と
い
う
二
者
択
一
の
議
論
が
あ
り
ま

す
。
言
う
ま
で
も
な
く
我
が
国
で
は
、
こ

れ
ま
で
右
肩
上
が
り
の
成
長
の
中
で
雇
用

が
全
て
に
優
先
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
今
ま
で
は
日
本
の
経
済
そ
の
も
の

が
世
界
経
済
の
中
で
一
定
の
競
争
力
を

も
っ
て
い
ま
し
た
。
比
較
的
低
い
労
働
コ

ス
ト
と
高
い
生
産
性
、
そ
し
て
品
質
の
良

さ
が
競
争
力
と
な
っ
て
日
本
の
経
済
を
支

え
た
の
で
す
。
そ
の
中
で
品
質
以
外
は
、

別
段
「
競
争
力
」
を
意
識
し
な
く
て
も
、

当
時
の
日
本
が
相
対
的
に
備
え
て
い
た
も

の
で
す
。
し
た
が
っ
て
当
時
と
し
て
は

「
雇
用
」
だ
け
を
考
え
れ
ば
良
か
っ
た
の

で
す
。
労
働
や
企
業
会
計
な
ど
の
法
律
も

雇
用
の
維
持
に
照
準
を
合
わ
せ
て
作
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
◆
　
　
◆

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
で
は
そ
の
労
働
コ

し
ゃ
く
ろ
く

え
や
す

め
い
せ
つ

「
爵
禄
は
得
易
く
、
名
節
は
保
ち
難
し
。

　
爵
禄
或
は
失
う
も
時
あ
っ
て
再
び
来
た
る
。

か
え

　
名
節
ひ
と
た
び
か
く
れ
ば
終
身
復
ら
ず
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
張
　
養
告
　
『
牧
民
忠
告
』

今月

の

一言

雇雇

用用

とと

競競

争争

力力

二

者

択

一

の

危

う

さ

1997 年 1 月 （２）


